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第8表　枝肉歩留と規格

占有 ＼、、 枝 肉 歩留 脂肪交 雑 ロース芯面 院 格　 付

対 照 区
8 5．1 ％ 2．8 5 4 1．d c瘡 極上＝ 5

（± 2．15 ） （士 0．7 5） （士 5．0 ） 上　 ＝ 5

試 験 区
85．1 2．8 7 59 1 極 上ニ 5

（± 1．D7 ） （士 0．8 2） （士 2，5 ） 上　 ＝ 5

4　要　　　　　約

2種雄牛の産子去勢牛（黒毛和種）占領をそれぞれ

5頭ずつ2区に分け，1区は和牛産肉能力検定飼料，

他の1区はDUエコ混合飼料を給与し，その肥育効率を

検討した結果は次のとおりである。

1Ⅰ）8は対照区0．778毎，試験区0，854毎と試験区

がやや優れた結果を示した。

2　飼料消費量は濃厚飼料，粗飼料ともに両区間の

差は認められず，またDU工B混合による嗜好性の低下

はみられなかった。

5　飼料要求率は両区ともほぼ同じ結果を示した

が，やや試験区が低く推移した。

4　肝機能検査において，A／／G比，膠質反応におい

ては両区とも特に変化は認められず，ただ，血清トラ

ンスアミラーゼ活性測定値において両区とも80Tが高い

結果を示し，何らかの肝機能の異常が考えられる。

5　腎機能検査では，特に異常反応は認められず，

ただ対照区にと殺解体時において，膀胱結石及び勝胱

粘膜の充出血がみられた。

占　枝肉歩留および枝肉競格において両区間の大幅

な差は認めなかった。

7　工川工B5％混合しても，発育，増体と体成績及

び臨床血液検査結果には，何んら，対照区との差は認

められず，むしろ，試験区では勝胱内結石もみられず，

増体もやや良い傾向を示した。

肉用牛における低Mg血症の発生

惟子剛資・佐藤勝郎・淵向正四郎

（岩手県畜産試験場外山分場）

1　は　じ　め　に

肉用牛の放牧は自然草地利用の粗放的なものから省

力化，土地生産性の向上，規模拡大を目的とした人工

草地利用の集約的なものになっている。これに伴い放

牧病も外科的なものから代謝的なものへと移っている。

1971年5－8月，外山分場（以下分場という）で

放牧間もない肉用牛にけいれんを主散とした疾病が発

生し，調査の結果，低Mg血症と判明した。その後県

内各放牧場に発生が報告され早急な防除法の確立が望

まれる。筆者らは本症に遭遇し，血液，土壌，牧草，

水の無赦成分を分析し若干の知見を得たので報告する。

2　発生地の概要

分場は北緯59047／の北上山地の標高700－1．000

仇の間に約1，dOOhaを有し，傾斜地が多く，年間平均

気温8．1℃で北海道北東部に匹敵する積雪寒冷地であ

る。牧場開設は187°年だが人工放牧地造成は，64年

以降で面軌は56．8ha，うち不耕起造成は55．d baで

草種は現在オーチャードグラス（0・α）主体である。

，89年から「草地を主体とする肉牛生産技術組立試

験」を実施し供試牛は日本短角鍾（N），黒毛和種（B），

へレフォード種（H）の5品種，計約500頭である。

5　発　生　状　況

発生は，71年の10頑を最高に，72年2頭，75年

8頭で発生率は他の疾病に比し低いが致死率が28．8％

とかなり高い。また時期は分場を含め大部分は春の人

工草地で放牧5遇以内がほとんどであるが盛岡市営区

界牧野では秋の発生が報告されている。品種はy種と

H種でB種の発生はなく，分硬後22～80日，2～

9産，4－15才の子付母牛がほとんどであるが2カ

月令の子牛と子無牛各1頭の発生があった。，72年に

は含飼時に本症様症状を発したものが1頭あり12．5％

MgSO4液の注射で回復したが，発症時の血清Mg値

が1．48叩／dlと高かったので疑似として扱った（第

1図）。また，70年に鼓脹症様症状を発したものがあ

り鼓脹症の治療をしても死亡した例があったが呼吸症

状などからあるいは本症でなかったかと疑われる。
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飼養 l 発病 発病 死亡 致死 品種 予防

頭数 頭数 率（絹 頭数 率（瑚 内訳 処置

同 日

1971 297 10 3．4 2 20．0 N 無

1972 297 3 ★ 1．0 0 0 N ．H 有

1973 315 8 2．5 4 50．0 N ．H 箋旺

「「　　　　 計 淡）9 21 2．3 6 28．6

放 牧 開 始 後 1　 6　 11 16　　 30
l l l l　 i

の　 日　 数 5　 10 15　20　　 35

放 牧方 法 人　 工　 草　 地 自然草 地 人工 草 地 自然 草 地 人工 草 地 す す地 舎 飼

（巨ヨは死亡　★印は疑似）

第1図　放牧方法と発生状況

4　発生時の気象

最も発生の多かった，71年は4月下旬～5月上旬に

かけて異常低温が続き，この間最低気温が連日氷点下

を記録し，結氷，強霜がみられ5月18日にも最低気

温が－4℃であり，気温の目差が10℃以上の日が1

カ月以上続き，雪どけは例年より早かったが牧草の伸

びが悪く開放時期を遅らせている。，72年は比較的温

暖で開牧も5月4日と，71年より10日早かった。

5　症　　　　　状

発症牛は鼻端，上唇のけいれん，後躯そうろう，興

奮しやすい，脹光異常，個体によっては元気なく沈う

っ状態を示す。鼓脹，あるいは人に向かって突進する。

また重度のものでは転倒，苦もん，けいれん発作など

により発見できる。その他心機克進，呼吸速迫，泡抹

性流麗，水帝性下痢，頻尿などがみられ，死亡するも

のではちくでき，後弓反張，牙閑緊急，シャクソスト

ーク呼吸がみられた。体温は軽症ではやや上昇する程

度であるが重度では42℃まで上昇したもの，逆に低

下したものがみられた。けいれん発作は5－15分間

隔で繰り返されている。発見から死亡までの時間は50

分～50時間で，発見時既に死亡していたものが2頭

あった。これらの症状を発した牛の血清Mg量は低い

もので0．5叩／dl，高いもので1．25叩／dlで正常

の％以下で，血清Caの低下しているものもかなり見

ら＿れた。病理組織学所見では全身諸臓器の充出血，水

陸，心の血管変性，陣，胃，リンパ節の石灰または石

灰塩沈着，筋線維変性，肝，腎の実質変性などが認め

られた。

8　治　　　　　療

治療は12．5－25．0％Mg SO4液を主にCa剤，強心

剤，強肝剤，栄養剤を併用した。

治癒例をみると血清Mg値は0．5°野／dl　と低いが

Ca億はほぼ正常であり臨床症状は興奮，けいれん，

下痢，四肢渋滞，流延，呼吸速迫，頻尿であったが5

回のMgの注射で血清Mgとともに臨床症状も回復し

発見後9日で再放牧し，その後の経過は順調であった＿。

また死亡例では血清Mg，Ca値とも異常に低下し

ており，臨床症状もちくでき，後弓反張，牙閑緊急な

どの重症であった。治療に伴い血清Mgは経時的に上

昇したが，Caは上昇せず臨床症状にも変化がなく発

見後約5時間で死亡した。

また尿の定性試験では潜血，ケトン，蛋白，糖で陽

性，特に糖で強陽性であった。第一胃汁は著変は認め

られなかった。更に硝酸中毒とは血中亜硝酸還元試

験，メトへモグロピソ検査により鑑別した。また鼓脹

症とは暖気のあること，呼吸症状などから鑑別した

（第2国）。発生後岡牛群に12．5％MgsO4液108－

200戒を皮下注射したところその後の発生はり1年の

1頑にとどまった。



ー208－　　　　　　　　　　　　東北農業　研究　第1°　号　（1975）

MgSO4液

25．0％12．5％ 強　心　剤　　　　　CaMg混合剤

6　　　　6　　　　6　　　　6　　　　6

／1　／2　　／4　　／7　　／9

P 82 82 80 76 64

T 39．4 39．4 39．1 39．0 38．7

R 72 60 76 52 42

治癒例1971．6

9．45　10．15　10．5011．2（）11．45　12．45

160 148 148 140 150

39．6 40．1 40．1 40．1 42．0

96 粥 92 鋤 82

死亡例1973．5．16

第2図　発症牛の治療に伴う血清Mg，Ca及び臨床症状の変化

7　血清Mqの品種別，季節変動

，71年の発生がⅣ種だけだったので血清Mgレベル

を各品種10頭を季節別に調査した。これは予防試験

をかねて行ったもので放牧前10日間1日1頚当り10

才の炭酸Mgを濃厚飼料にまぜて投与し，放牧地には

従来の5要素にMgを加えた施肥をした。品種別にみ

るとB＞H＞打の順で季節的には7月17日と9月12

草地区分

4　　5　　5　　5　　7　　7　　8　　9　11

／為／4　／16／26／4　／18／2　／12／測

人　　工

弟5図　放牧地における血清Mg億の季節変動

日にこっの山を形成しているがこれは草地区分からみ

ると自然草地放牧後の値である。また，Ⅳ桂は放牧10

日後に著しく低下している（第5図）。

8　土壌，革，水の化学性

分場放牧地の土壌についてみればCaO，MgOは造

成年次の古い牧区が低いがⅩ20は古い牧区ほど高い値

を示している。また奥羽山系に位置する本場放牧区と

比較すると18枚区を除いてすべての成分で本場放牧

地の方が高い憤向にある（第1表）。

第1表　県畜試本場と外山分場の放牧地土嚢の
化学性（1978）

置 換 性 塩 基 （呼 ／ 1 0 0 タ・） 造 成

年 次C a O M g O Ⅹ2　0 驚 。

外

山

分

場

4 枚 区 1 2 5．4 父7 2 2 4．2 0．5 1 1 9 8 4

7 枚 区 1 2 4．8 1 0．5 4 2 5．8 0．5 4 ノ′

1 8 枚 区 1 5 8．0 5 5，2 9 1 8．1 2．4 5 1 9 7 0

本　　 場 2 2 8．0 1 4．7 0 2 鼠0 0．5 0 1 9 6 1



東北　農　業　研　究　　第16　号　（1975）　　　　　　　　　　　－209－

第2表　牧草のミネラルとそのバランス

場　 所

採 草

月 日

草種

乾　 物 （％）
瓦　　 且

C a M g Ⅹ 古；有 言当量比

外 山

分 場

7 枚 区

占．4 0 ．0 0．2 5 0．1 7 4．9 0 4．9 1

7 2 8 0 ．8 0．2 7 0．1 9 5．9 0 5．7 0

エ2 0 1 ．C 1．5 9 0．5 1 2．8 8 1，2 8

注 ． 0 8 オ ーチ ャー ドグ ラス　　　 （19 7 1）

LC　ラジノクローバ

第5表　牛飲用水のミネラル含量　1971．11．19

成 分 O a O M g O K 2　0 N a 2 0

水 渡 地 （p p m ） （p p 皿 ） （p p m ） （p p m ）

本　　 場 1 4．0 0 5．2 0 1．4 0 8．8 8

外

山

分

場

有 畜 舎 4．5 8 2．0 4 0．7 0 4．5 5

14 枚 区 2．5 0 1．5 ° 0．5 0 2．7 0

無 畜 舎 占．2 5 1．5 5 0．0 5 2．8 0

大　 尺 5．0 0 0．7 2 0．0 4 2 ．5 0

牧草は，71年に発生の多かった牧区について発生後

に分析したものであるが，0・Gでは8月7月ともに

Mg含有率が0．2％以下と低いが，1・C（ラジノク

ローパ）では7月0．51％と高い値を示している。また

E／Mg＋Ca当量比では〇・Gが2回とも2．2以上で高

くいCは低い。また野草，樹薬類，マメ科牧草，イネ

科牧草に分けCa＋Mgの含有率を比較した結果では，

6月はマメ科＞野草幸樹薬類＞イネ科の順，8月は樹

葉煩＞野草＞マメ科＞イネ科の順であった（第2表）。

牛の飲用水の無機成分を分場と本場を比較するとい

ずれの値も本場が高い傾向にある。また分場の四つの

水源地についてみると低Mg血症の発生が多かった牧

区に給水している大尺水源地で特にMgOが低い値を示

している（第5蓑）。

9　ま　　と　　め

低Mg血症の発生は気温の目差の激しい春と秋で特

に放牧初期に多い。分場の土壌，牧草，水は未発地の

本場に比LMg含量が低い。牧草は野草類に比べCa

＋Mg含量が少なく特にイネ科が低い傾向にある。

治療はMg剤の皮下及び静脈内注射が有効と思われ

るが，血清Caが低下している場合があるのでCa剤

その他強心，強肝，栄養剤の併用が望ましい。また重

症のものでは死亡するものもあるので早期発見が重要

である。

予防は治療に用いたMg剤の放牧時10日一一200調βの

皮下注射が効果があるように思われる。また経口投与，

施肥，飲水混与など行ってみたが効果は不明である。

本症についての発生のメカニズムは我が国はもちろ

ん世界で解明されておらず予防法も確立されていない。

本症の発生は急性であり致死率も高く他疾病に比し被

害も大きい。今後放牧の励行とともに本症多発の恐れ

があり，肉用牛のみでなく乳牛の発生も予想される。

以上のことから外山分場は現地で適用できる予防法の

確立の必要性を認め，土壌，革，牛の各部門から予防

法について試験中である。

貯蔵粗飼料大量調製と請負方式について

漆原礼二・駒米　勉

（岩手県畜産試験場）

1　ま　え　が　き

近年岩手県では，大規模な畜産開発が行われ，肉用

牛の生産牧場が開設され，公社牧場，繁殖育成センタ

ー等で21牧場あり，更に北上山系地域に畜産開発が

指向され，この種の牧場が今後増加することが予測さ

れる。山地で越冬する牧場形態にはいろいろの困難が

ある。その中でも山地での貯蔵粗飼料の大量調製がい

ろいろの制約から大きな問題である。大量調製の一部

を請負方式にすることが経営管理上有効であると考え

られるので報告して参考に供したい。

2　大量調製の問題点

大規模肉用牛繁殖経営において年間投下労働のバラ

ソスをとり貯蔵粗飼料を大量に確保することをねらい

とし，岩手畜試外山分場における草地を主体とする肉

牛試験を基礎に，生産公社滝沢牧場における乾草調製

の請負方式の調査を行い，請負方式成立の条件につい


